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平成 29年 4月 9日 の焼津みなとマラソンの後、志太常磐松会では  今年は主役の大学対抗ペアマラソンの結果が19位 というのがちょつ

農大陸上部員・農大全学応援団の学生さん達と共に、今年は焼津グラ  と残念でした。来年度は焼津みなとマラソンの大学対抗ペアマラソン
ンドホテルでちょつと贅沢に懇親会を行いました。          が30周 年の節目に当ります。是非良い成績を上げてもらいたいもの

です。
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千咸29年 11月 25日 、沼津市のプラザヴェ

ルデで校友会常岡県え部鯰会が開催されまし

た。
に会に先立ち晨夫オに友会計岡県え部オに我貝

部会の設立に会が開催されました。

糠本晨夫狡友会帝岡県丈部長の挨拶の後、

芥た人代表の竹川暢昭県立静岡晨業高校狡長

(S57径キ)よ り挨拶と趣旨説明がありま
した。県内には120名 近くの晨夫OBが小・
十・高校の教我貝として在職しており、さら

には駅 オも合めれば大きなネットワークが

できるので、教職貝ならではの僣想や況点か

ら機 活動にかかわつていきたいとの事で

した。
そして、晨大枝友会副会長の小永幸逍晨夫

名春教長の祝辞がありました。その後、教載

員を卜会設立の承認、教戦員部会会貝Jのネ契、

数我員部会役員の二出、H29年度事業栞告、
H30年度事業計画及び子単が協議され、れ
戦員
=「
会が設立されました。
その後、枝友会静岡県え部終会が行われ晨

夫枝友会静同県え部長・糠容薇貝1民 (S50
工卒)の挨拶のイえ、え人オえ友会副会← ′1ヽ永

幸道晨大名誉な  (S48醸牛)か ら農人 125

周年九念事業にかかわる昨年度の校友会活動
のお話なとがありました。また、学オえ法人の

方からは千島秀樹財務部長 (S57え卒)めヽ

ら晨近の晨人の状況や学誅再編などについて

のお話しがありました。

そしてH29年 度事業栞告・決算栞告・H
30年度事業針画・予算について協議を行ない

ました。

報告事J頁 としてはえ人夕J立 125周 年
=ι
念事

業泉全の件、晨人校友会地域後継オ推進市1度

などの件、晨人スポーツサポート泉全の件、

晨人経営者大賞の受賞者紹介、H30年度に
役貝l■期がt/Jれ るため、市成分会、戦務分会
のイえ員についても予定をしてほしいとの事で

す。
さらに、東部・富士・富士官分会から12/30
の仝日本人学女子駅伝t末年2/11の 富士官
駅伝の應抜についての末内がありました.ま
た、女性部会からは来年 1/21日 に本年度′

`会の予定の報告がありましたし

^口
のアトラクションは晨姶 マンドリン

クラブOBに よる演
^会
になりました。S38

年短子をキ業
したがから今年の3月 に森沐を卒業したガま
でOBの 曽さん30名 が参集して下さいまし
た.ほ ぼ一時Falの演奏の間では、「このメン
バーでの唯―のプロです」というケーす奏オ
のえ本幸二民 (S61造 卒)の演えもあり、

楽しいひと時を近ごしました。最後は晨友会
マンドリンクラブのたふ『蒙古及れの歌』.
この歌は終戦言υえに満,1や 梓えにあつた晨夫

農場で犠牲になられたガ々を促んだものたと
いう話もお閻きしました。さらに会場合イ本で

学歌を歌って晨人らしい締めとなりました。
′t会の晨後は校友の集いです。今回はマン

ドリンクラブの皆さんも合め、150Z位の人
人数になりましたし
まず稲木博え東部分会長 (S44イとキ)の
挨拶、松本肇静岡常磐松会晨の乾杯でわやか

に1を まりました.二叶7Bnほ どの時間でしたが、

そこここで話の輪が広がりました。

晨イえまで残った人たちでえ合撮影、そして

應掟EI O Bに よる学歌と『i出 ほとり』。應
掟団OBは着手が入り生きがたくなりました。
最後に次口鯰会当春となる西部の福丼な介逹
洲1常磐松会会晨 (S35斐キ)の挨拶でお開
きとなりました。
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ま

し
た
。
心
よ
り
ご
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お
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し
ま
す
。
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は
前
志
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松
会
長
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た
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私
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の
が
最
後
で
、
お
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十
二
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会
社
を
経
営
さ
れ
さ
ら
に
色
々
な
お
役
も
引
き
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け
て
お
忙
し
い
は
ず
な
の
に
、
士
心
太
常
磐
松
会

の
集
ま
り
に
も
喜
ん
で
顔
を
出
し
て
楽
し
そ
う
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
、
地
区
は
別
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す
が
、
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津
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同
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時
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に
活
動

し
た
こ
と
も
あ
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志
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松
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ま
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に
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た
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囲
碁
が
お
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き
で
春
の
志
太
常
磐
松
会
の
懇

親
会
が

「碁
会
と
重
な

っ
て
」
と
仰
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は

「碁
は
頭
が
付
い
て

い
か
な
く
な
っ
た
よ
」
と
こ
ち
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へ
お
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を
み
せ

て
下
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る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

他
の
大
先
輩
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一
緒
に
富
士
農
場
か
ら
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糸
の

滝
の
方
に
ド
ラ
イ
ブ
に
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て
行
つ
て
い
た
だ
い

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
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う
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。
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2017年度は女性部会として初めて、農

大から先生をお迎えして講演会をメイン

の総会を行ないました。

女子学生が半分を占めるようになつた

農大、専門科目の女性の先生も増えまし

た。本日お迎えした夏秋啓子教授は国際

食糧情報学部・国際農業開発学科 (一昔

前の拓殖学科)で植物保護科学を研究テー

マにされています。

開発は発展途上国での仕事が多いとい

う話から、そもそも農業によつて自分達

が食べて命をつなぐ事、その生産力をあ

げて農村の生活を安定させる事、その上

でその国それぞれの安全や安心の基準が

できてくる事などの興味深いお話が続き

ました。

さらに、自然のものならば安全なのか

というテーマで、経験だけのものを否定

もできないが科学の目を通さないものは

必ずしも安全でない事、科学の進歩とと

もに発見される事がそれまでの常識を変

えてしまうなど、考えさせられるお話し

でした。

後半はお昼を食べながらの懇親会。一

人一言ずつ何かお話をという事でマイク
が回され、それぞれに自己紹介や今興味
を持つている話、また先生への質問など
も出て和気議々の時を過ごしました。

最後には農大らしく学歌を歌ってお開
き。次年度の女性部会は東部で行われま

す。

懇親 会 の お知 らせ

本年も焼津みなとマラソンの開催時に合わせて平成 30年 4月 8日 (日 )
に志太常磐松会懇親会を行います。
場所・時間等詳細は別紙でお知らせします。返信ハガキを同封いたしま
すので出席の有無に関わらず必ずご返信下さい。。

☆志太常磐松会への送金について

志太常磐松会への年会費の送金には郵便局からの直接のお振込が■■旨です。

年会費 1人 ¥3,000 家族会費 1家族¥5,000

☆「農大 リンク」参加ホームペ ー ジ募集

農大生と農大OBの作るホームページの私設リンク集です。業務用・私
用を問わず良識のあるホームページの参加を求めています。

参加費無料。 (農大リンク参加要領からご連絡下さい)
URL http:〃 dorayaizu sitemix/nOudaililiく /noudailink htnl
『農大リンクニュース』では農大の情報や農大リンク参加ホームページ
のニュースなどを発信しています。なお、校友会本部ホームページの静岡
県支部にもリンクして頂いています。
llRL http://blogs_yahoo cojp/dora5367

※☆に記入して送金して下さい。

平 成 28年 度 会 計 報 告

収 入 支 出

繰 越 金 169,030 事務 経 費

年 会 費 52,000 通 信 費 32,385

懇 親 会 費 70,000 会誌発行費 32,400

貯 金 利 子 懇親 会 費 163,844

雑 収 入 36,460 慶 弔 費
その他経費

計 327,511 〈
ロ 計 228,737

残   高     327,511 - 228,737 = 98,774
以 上

口己後集編

昨年の焼津みなとマラノンには思いがけず農大全
学応援団も自主参加をしてくれて、その後の志太常
磐松会懇親会も大いに盛り上がりました。
平成 30年度は焼津みなとマラソン大学対抗ペア
マラソンの第30回 の節目に当たるために焼津市体
育協会から応援団も呼んで頂けると聞いています。
みなとマラソン終了後には今年も志太常磐松会懇親
会を企画いたしますので、皆様お誘いあわせの上、
ご参加下さい。
一昨年に芹沢寛先輩が亡くなり、昨年末には山中
一成先輩が亡くなり、泉千秋雄先輩が亡くなりと志
太常磐松会のレギュラーメンバーがだんだん寂しく
なっています。今後の志太常磐松会の運営について


